
近近
世世
社社
会会
のの
文文
字字
環環
境境

大
石
学

はは
じじ
めめ
にに──
江江
戸戸
へへ
のの
注注
目目──

近
代
日
本
の
発
展
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
欧
米
型
文
明
が
、
今
日
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
・
温
暖
化
、
災
害
激
甚
化
、
格
差
・
貧
困
、
人
権
・
差
別
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
戦

争
な
ど
世
界
規
模
・
地
球
規
模
の
深
刻
な
危
機
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

近
世
日
本
＝
江
戸
時
代
へ
の
関
心
・
注
目
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
ん
な
る

郷
愁

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

を
越
え
、
江
戸
社
会
が
「
平
和
」「
安
心
・
安
全
」
と
い
う
普
遍
的
価
値
を
も
つ

社
会
で
あ
り
、
今
日
「
和
風
」「
日
本
風
」
と
よ
ば
れ
る
日
本
固
有
の
「
江
戸
文
明
」
を

作
り
あ
げ
た
こ
と
を
認
識
し
、
従
来
の
「
明
治
維
新
＝
近
代
化
・
文
明
化
」
以
前
の
、

「
江
戸
時
代
＝
差
別
・
抑
圧
」
の
未
開
時
代
と
い
う
評
価
・
イ
メ
ー
ジ
に
修
正
を
迫
る

動
き
で
も
あ
る
。

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
一
〇
〇
年
以
上
続
く
戦
国
時
代
を
克
服
し
、
豊
臣
政
権
に

よ
る
朝
鮮
侵
略
と
い
う
国
内
外
の
戦
後
処
理
を
へ
て
実
現
し
た
二
五
〇
年
以
上
の
長
期

の「
徳
川
の
平
和
」（

パ
ク
ス
・

ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ

）
で
あ
る
。世
界
史
で
も
稀
有
な
こ
の
長
期

の
「
平
和
」
は
、
た
と
え
ば
、
幕
末
期
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス
公
使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ

ュ
が
、十
四
代
将
軍
家
茂
宛
の
上
書
に
お
い
て
、「
二
百
五
十
年
の
間
、国
内
泰
平
に
し

て
目
に
干
戈

か
ん
か

（
武
器
）
を
見
さ
る
の
洪
福
（
幸
福
）
を
保
て
る
は
、
世
界
に
聞
た
る
例

な
き
所
な
り
」（
）と
述
べ
た
よ
う
に
、同
時
代
の
来
日
外
国
人
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

近
世
後
期
の
蘭
学
者
渡
辺
崋
山
は
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
、
江
戸
参
府
の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
ニ
ー
マ
ン
と
の
対
談
に
お
い
て
、「
一
、
或
問

あ
る
ひ
と
と
う

、
二
百
年
来
、
干
戈
を
動

か
さ
ざ
る
事
、他
国
に
も
有
之
候
や
、
答
云

こ
た
え
て
い
わ
く

、か
か
る
安
靖

あ
ん
せ
い

の
国
は
、更
に
無
之
候
、

西
洋
は
一
日
も
寝
食
安
か
ら
ず
」と
、二
百
年
以
上
武
器
を
使
わ
な
い
国
は
他
に
な
く
、

西
洋
は
一
日
と
し
て
安
心
で
き
る
日
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ニ
ー
マ
ン

は
「
さ
る
か
ら
に
諸
国
実
政
を
尊
び
、
国
家
に
憂
勤
す
る
事
、
又
他
に
異
に
候
、
近
来

学
芸
益
盛
に
相
成
候
に
し
た
が
ひ
、
大
志
雄
才
の
も
の
発
出
致
候
」
と
、
西
洋
諸
国
は

現
実
政
治
に
長
け
、学
問
が
発
達
し
、大
志
を
持
つ
者
が
出
現
し
た
結
果
、「
ま
た
一
地

球
中
、
五
分
の
四
［
按
ず
る
に
、
欧
羅
巴
・
阿
弗
利
加
・
亜
米
利
加
・
亜
烏
斯
太
刺
利

を
指
］
は
、
欧
羅
巴
の
政
教
を
受
る
如
く
な
り
し
も
、
皆
憂
勤
憤
興
よ
り
出
て
、
一
失

一
得
と
も
い
ふ
べ
き
也
」
と
、
地
球
上
の
五
分
の
四
が
西
洋
の
支
配
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、
一
長
一
短
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、「
こ
の
亜
細
亜
諸
国
は
国
富
み
、
風
俗
寛

裕
な
る
故
、
治
め
易
き
方
も
あ
る
べ
し
」
と
、
当
時
ア
ジ
ア
諸
国
は
国
が
豊
か
で
、
風

俗
も
お
だ
や
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
支
配
は
容
易
と
も
述
べ
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国

が
支
配
の
外
に
あ
る
「
平
和
」
な
社
会
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（

）。

私
は
、
こ
の
長
期
の
「
徳
川
の
平
和
」
を
基
礎
か
ら
支
え
た
要
因
と
し
て
「
江
戸
の

教
育
・
教
養
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
が
あ
る
と
考
え
（

）、
さ
ら
に
そ
れ
が
、「
笑
い
」
を
伴

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
（

）。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
川
柳
・
落
書
な
ど
を
例
に
、
あ
ら
た
め
て
江
戸
の
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「
平
和
」「
文
明
」「
教
育
」、
そ
し
て
「
笑
い
」
を
基
礎
づ
け
る
、
江
戸
社
会
の
文
字
環

境
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

ⅠⅠ
「「
徳徳
川川
のの
平平
和和
」」（（
パパ
クク
スス
・・
トト
クク
ガガ
ワワ
ーー
ナナ

））
のの
自自
覚覚
・・
認認
識識

ま
ず
、
江
戸
時
代
人
の
「
平
和
」
の
自
覚
・
認
識
に
つ
い
て
、
川
柳
・
落
書
な
ど
に

よ
り
見
て
い
き
た
い
。
江
戸
初
期
に
織
田
信
長
旧
臣
の
太
田
牛
一
が
記
し
た
『
信
長
公

記
』
に
は
、「
国
主
に
生
る
ゝ
人
は
、
他
国
を
奪
取
せ
ん
と
欲
す
る
に
依
り
て
、
人
数
を

殺
す
事
、
常
の
習
ひ
な
り
、（
武
田
）
信
虎
、
信
玄
々
々
よ
り
勝
頼
ま
で
三
代
、
人
を
殺

す
事
数
千
人
と
云
ひ
、員か

ず
を
し
ら
ず
」（
）と
、武
田
氏
三
代
な
ど
の
戦
国
大
名
ら
が
、

他
国
を
奪
う
た
め
に
数
千
人
を
殺
し
た
と
い
う
過
酷
な
時
代
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
戦
国
大
名
小
田
原
北
条
氏
の
海
賊
役
を
勤
め
た
三
浦
浄
心
は
、
寛
永
末
年
成

立
の
「
慶
長
見
聞
集
」
に
お
い
て
、「
童
子
あ
ま
ね
く
手
習
ふ
事
」
と
、
子
供
た
ち
が
皆

手
習
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
題
し
て
、「
聞
し
は
昔
、鎌
倉
の
公
方
持
氏
公
御

他
界
（
一
四
三
九
年
、
永
享
の
乱
）
よ
り
東
国
乱
、
廿
四
五
年
以
前
迄
、
諸
国
に
お
ゐ

て
弓
矢
を
と
り
治
世
な
ら
ず
、
是
に
よ
つ
て
其
時
代
の
人
達
は
、
手
な
ら
ふ
事
や
す
か

ら
ず
、
故
に
物
書
人
は
ま
れ
に
あ
り
て
、
か
ゝ
ぬ
人
多
か
り
し
に
、
今
は
国
治
り
天
下

太
平
な
れ
ば
、
高
き
も
い
や
し
き
も
皆
物
を
書
た
ま
へ
り
、
尤
も
筆
道
は
是
諸
学
の
も

と
ゝ
い
へ
る
な
れ
ば
、誰
か
此
道
を
学
ば
ざ
ら
ん
や
」（
）と
、か
つ
て
室
町
幕
府
の
第

四
代
鎌
倉
公
方
の
足
利

あ
し
か
が

持も
ち

氏う
じ

が
永
享
一
一（
一
四
三
九
）年
に
上
杉

う
え
す
ぎ

憲の
り

実ざ
ね

に
攻
め
ら
れ

て
自
害（
永
享
の
乱
）し
て
以
来
、東
国
社
会
は
乱
れ
、二
十
四
、二
十
五
年
以
前（
大

坂
の
陣
）ま
で
は
、諸
国
で
皆
武
器
を
持
ち
戦
乱
が
続
い
た
。こ
の
た
め
、当
時
の
人
々

は
手
習
い
が
で
き
ず
、
字
を
書
く
人
は
ま
れ
で
、
書
け
な
い
人
が
多
か
っ
た
が
、
今
は

国
が
治
ま
り
、
天
下
太
平
と
な
っ
た
の
で
、
身
分
の
上
下
な
く
皆
字
を
書
く
よ
う
に
な

っ
た
。
字
を
書
く
こ
と
は
、
す
べ
て
の
学
問
の
基
礎
で
あ
る
の
で
、
皆
こ
れ
を
学
ん
で

い
る
と
述
べ
て
い
る
。三
浦
浄
心
は
、「
平
和
」の
到
来
が
、文
字
を
学
ぶ
人
々
の
増
加
、

す
な
わ
ち
リ
テ
ラ
シ
ー
の
社
会
的
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
八
代
将
軍
吉
宗
に
仕
え
た
成
島
道
筑
（
源
鳳
卿
）
は
、「
東
方
農
準
竝
農
譚

拾
穂
」
に
お
い
て
、「
一
日
本
の
風
俗
、
戦
国
の
余
に
う
け
て
、
人
々
武
を
貴
び
生
死
を

軽
ず
、
是
経
国
の
大
瑾き

ん
也
、
武
士
の
外
に
は
用
な
き
事
な
り
、
漢
土
に
は
文
武
官
を
殊

に
す
、官
人
と
い
へ
ど
も
左
文
右
武
の
道
を
分
て
り
、乱
に
戡か

つ（
勝
つ
・
殺
す
）は
武
、

成
を
守
る
は
文
な
り
、
民
の
ご
と
き
は
一
生
の
慎
謹
、
生
を
お
し
み
、
子
孫
を
思
ふ
を

第
一
と
す
べ
し
、
孝
悌
、
忠
信
、
礼
楽
の
教
、
み
な
生
を
養
ふ
の
教
な
り
、
民
生
を
お

も
ん
ぜ
ざ
れ
ば
、闘
争
を
好
む
」（
）と
、享
保
期
の
風
俗
は
戦
国
時
代
の
影
響
が
残
り
、

人
々
は
武
を
尊
重
し
生
死
を
軽
ん
じ
て
い
る
。こ
れ
は
治
世
の
欠
陥
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
の
風
潮
は
武
士
以
外
の
身
分
の
者
に
は
不
要
で
あ
る
。
中
国
で
は
文
官
と
武
官
を
区

別
し
、
戦
乱
の
時
代
に
勝
つ
の
は
武
官
で
あ
り
、
平
和
な
時
代
を
守
る
の
は
文
官
で
あ

る
。
民
衆
は
こ
れ
と
関
係
な
く
、
一
生
慎
み
命
を
惜
し
み
、
子
孫
の
た
め
を
考
え
る
こ

と
を
第
一
と
す
べ
き
で
あ
る
。
儒
教
の
孝
悌
、
忠
信
、
礼
楽
は
皆
生
き
る
た
め
の
教
え

で
あ
る
。
民
衆
が
命
を
惜
し
ま
な
い
な
ら
ば
、
結
局
戦
争
を
好
む
こ
と
に
な
る
。
民
衆

は
、
ひ
た
す
ら
命
を
大
切
に
す
べ
き
と
述
べ
て
い
る
。
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ⅡⅡ

江江
戸戸
武武
士士
・・
庶庶
民民
のの
「「
平平
和和
」」
とと
リリ
テテ
ララ
シシ
ーー

江
戸
時
代
の
「
平
和
」
は
、
元
和
元
（
一
六
一
六
）
年
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
家
が
滅

亡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
世
「
元
和
偃え

ん
武ぶ

」（
元
和
年
間
に
武
器
を
伏
せ
る
こ
と
）
と
し

て
庶
民
に
認
識
さ
れ
た
。以
下
、川
柳
や
落
書
に
よ
り
こ
の
点
を
確
認
し
た
い
。な
お
、

煩
雑
さ
を
防
ぐ
た
め
に
、
以
下
の
引
用
文
献
は
ａ
～
ｄ
と
し
、
頁
数
を
付
す
。

≪

出
典≫

ａ
『
日
本
古
典
文
学
大
系
五
七
・
川
柳
狂
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）

ｂ
『
近
世
文
芸
叢
書
・
川
柳
九
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
）

ｃ
矢
島
隆
教
編
『
江
戸
時
代
落
書
類
聚
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
四
）

ｄ
粕
谷
宏
紀
編
『
新
編
・
川
柳
大
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
）

一一

「「
平平
和和
」」
のの
自自
覚覚

➀➀
徳徳
川川
家家
康康
とと
「「
平平
和和
」」

ａ
「
御
武
徳
は
具
足
を
ぬ
が
せ
服
を
き
せ
」（
ｂ
四
一
八
）
は
、
徳
川
家
康
が
達
成

し
た
「
平
和
」
の
お
か
げ
で
、
甲
冑
（
鎧
と
兜
）
を
脱
が
せ
て
平
服
を
着
せ
た
と
、

泰
平
の
日
常
を
評
価
し
て
い
る
。

ｂ
「
名
将
も
勇
士
も
し
れ
ぬ
あ
り
が
た
さ
」（
ｂ
三
五
〇
）
は
、「
平
和
」
時
に
武

勇
の
英
雄
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

ｃ「
あ
せ
水
を
な
が
し
て
習
ふ
剣
術
の
や
く
に
も
た
ゝ
ぬ
御
代

み
よ

ぞ
め
で
た
き
」

（
ａ
二
六
七
）
は
、
剣
術
の
稽
古
が
無
駄
に
な
っ
た
「
平
和
」
を
喜
ん
で
い
る
。

ｄ
「
高
枕
栄
華
の
夢
の
覚
ぬ
御
代
」（
ｄ
四
五
〇
）
も
、「
平
和
」
な
時
代
に
、
枕

を
高
く
し
て
安
心
し
て
眠
れ
る
あ
り
が
た
さ
を
詠
っ
て
い
る
。

➁➁
元元
和和
偃偃
武武

こ
の
「
平
和
」
へ
の
画
期
と
し
て
、
元
和
元
（
一
六
一
六
）
年
の
大
坂
夏
の
陣
は
、

の
ち
に
「
元
和
偃
武
」
と
し
て
、
広
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ａ
「
米
艦
渡
来
名
に
し
お
ふ
大
坂
陣
の
ま
ゝ
な
れ
ば
錆
た
る
つ
る
ぎ
と
ぐ

よ
し
も
が
な
」（
ｃ
中
二
六
九
）の
歌
は
、幕
末
期
に
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
到
来
し
た
さ

い
、有
名
な
名
刀
も
大
坂
の
陣
以
来
、使
用
し
て
な
か
っ
た
た
め
錆
び
つ
い
て
い
た
、

こ
れ
を
早
く
研
ぐ
方
法
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
と
詠
っ
て
い
る
。

ｂ
「
元
和
か
ら
武
器
は
納
ま
る
蔵
の
内
」（
ｂ
三
二
七
）
も
、
元
和
偃
武
以
降
、
武

器
が
蔵
に
納
ま
っ
て
い
る
様
子
を
詠
み
「
平
和
」
を
自
覚
し
て
い
る
。

ｃ
「
元
和
後
は
鎗
も
玄
関

げ
ん
か

の
か
ざ
り
も
の
」（
ｄ
二
六
三
）
も
、
元
和
以
後
は
鑓
を

使
う
こ
と
も
な
く
、
玄
関
の
装
飾
品
に
な
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

➂➂
甲甲
冑冑
・・
武武
器器

「
平
和
」
は
、
戦
国
時
代
の
必
需
品
で
あ
る
武
器
甲
冑
を
不
要
の
も
の
に
し
た
と
も

認
識
し
て
い
る
。

ａ
「
御
具
足
は
春
と
夏
と
に
見
る
ば
か
り
」（
ｂ
二
六
二
）
は
、
甲
冑
が
、
春
と
夏

の
虫
干
し
で
見
る
だ
け
で
あ
り
、
日
常
は
見
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。

ｂ
「
泰
平
の
武
者
は
五
月
に
出
る
ば
か
り
」（
ｂ
二
八
五
）
は
、「
平
和
」
時
の
武

者
は
、
五
月
の
武
者
人
形
だ
け
と
し
て
い
る
。

ｃ
「
人
形
屋
太
平
櫃
へ
武
者
を
入
レ
」（
ｂ
三
八
三
）
は
、「
平
和
」
時
に
人
形
屋

が
武
者
人
形
を
櫃
（
ふ
た
付
の
箱
）
に
し
ま
う
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。
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ｄ
「
太
平
の
矢や

狭
間

ざ
ま

は
風
も
ぬ
け
ぬ
な
り
」（
ｂ
二
八
〇
）
は
、「
平
和
」
な
時
代

の
城
郭
の
塀
や
櫓や

ぐ
ら

な
ど
の
矢
を
射
る
た
め
に
あ
け
た
穴
は
、覆
わ
れ
て
し
ま
い
風
も

抜
け
な
い
と
い
う
。

ｅ「
竹
光
は
御
代

み
よ

に
目め

出
度

で
た
き

道
具
な
り
」（
ｂ
三
七
九
）は
、刃
の
な
い
竹
光
を「
平

和
」
の
道
具
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

ｆ
「
鑓
持

や
り
も
ち

と
金
持
遣
ふ
物
で
な
し
」（
ｂ
三
八
〇
）
は
、
武
器
の
鑓
は
使
わ
れ
ず
、

金
持
ち
も
ま
た
無
駄
遣
い
し
な
い
と
、「
平
和
」
を
詠
ん
で
い
る
。

ｇ
「
泰
平
の

鎧よ
ろ
い

は
虫
が
う
ら
を
か
き
」（
ｂ
三
九
四
）
は
、「
平
和
」
時
の
鎧
の
裏

を
虫
が
喰
っ
た
と
詠
っ
て
い
る
。

ｈ
「
泰
平
の
蜘く

も
き
り
丸
は
御
煤

お
す
す

竹だ
け

」（
ｄ
二
四
四
）
は
、
源
頼
光
（
九
四
八
～
一
〇

二
一
）が
土
蛛
蜘

つ
ち
ぐ
も

の
精
を
斬
っ
た
と
い
う
源
氏
累
代
の
宝
刀
の
蜘
き
り
丸
が
、「
平
和
」

の
時
代
煤
払
い
、
蜘
蛛
の
巣
払
い
の
竹
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

ｉ
「
軍
配
も
裃
で
持
つ
御
代

み
よ

ゆ
た
か
」（
ｄ
二
五
〇
）
は
、
合
戦
で
鎧
兜
の
大
将
が

指
揮
す
る
さ
い
に
使
う
軍
配
を
、「
平
和
」時
に
は
相
撲
の
行
司
が
使
っ
て
い
る
と
詠

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ｊ
「
泰
平
の
弓
矢
駒
場
の
鳥
お
ど
し
」（
ｄ
二
九
一
）
は
、「
平
和
」
時
の
弓
矢

は
、
馬
の
訓
練
や
鷹
狩
の
さ
い
に
鳥
を
脅
す
道
具
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
し
て
い
る
。

ｋ
「
菖
蒲

し
ょ
う
ぶ

太
刀

だ
ち

人
を
あ
や
め
ぬ
代
に
か
ざ
り
」（
ｄ
三
七
二
）
も
、
人
を
あ
や
め
ぬ

（
殺
さ
な
い
）
時
代
と
な
り
、
五
月
の
端
午
の
節
句
に
は
、
金
銀
彩
色
し
た
木
太
刀

（
菖
蒲
太
刀
）を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。菖
蒲

あ
や
め

で
作
っ
た
太
刀
と「
殺
め
る
」

を
か
け
て
い
る
。

ｌ
「
劔
一
が
し
ち
や
を
出
る
と
無
刀
也
」（
ｂ
三
九
五
）
は
、
す
で
に
一
度
質
屋

に
行
っ
て
刀
一
本
に
な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
元
々
一
本
差
し
の
浪
人
か
、
い
ず
れ
に

し
て
も
質
屋
で
刀
を
質
物
に
借
金
を
す
る
武
士
の
困
窮
ぶ
り
を
描
い
て
い
る
。

二二

文文
字字
リリ
テテ
ララ
シシ
ーー
のの
個個
人人
的的
・・
家家
庭庭
的的
環環
境境

江
戸
の
人
々
は
、「
平
和
」の
自
覚
と
感
謝
と
と
も
に
、日
常
的
に
文
字
に
親
し
み
リ

テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、
文
字
文
化
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

➀➀
日日
記記

庶
民
は
多
く
日
常
的
に
日
記
を
付
け
、旅
に
出
る
と
き
に
も
旅
日
記
を
書
い
て
い
た
。

ａ
「
物
差
で
雪
を
つ
つ
突
く
日
記
つ
け
」（
ａ
七
九
）
は
、
雪
の
深
さ
を
は
か
り
日

記
に
記
録
す
る
庶
民
を
詠
ん
で
い
る
。

ｂ
「
川
止と

め
に
手
に
は
を
直
す
旅
日
記
」（
ａ
一
四
六
）
は
、
川
止
め
で
暇
な
い
と
き

に
、「
て
に
は
」
す
な
わ
ち
助
詞
を
推
敲
し
て
い
た
。

ｃ
「
ま
つ
し
ま
で
か
み
を
と
ぢ
た
す
旅
日
記
」（
ｂ
四
二
八
）
は
、
芭
蕉
を
は
じ
め

多
く
の
歌
人
が
感
動
し
て
歌
を
詠
ん
だ
松
島
で
、
旅
日
記
に
新
た
な
紙
を
足
す
と
い

う
文
人
気
取
り
を
詠
ん
で
い
る
。

ｄ
「
久
能
山
筆
も
傘
取
る
旅
日
記
」（
ｄ
二
四
一
）
は
、
駿
府
久
能
山
（
静
岡
市
）

を
傘
型
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

ｅ
「
旅
日
記
八
日
目
に
付
く
燕
子
花

か
き
つ
ば
た

」（
ｄ
一
四
四
）
は
、
江
戸
を
出
て
八
日
目
に

燕
子
花
の
名
所
の
三
河
国
八
橋
（
愛
知
県
知
立
市
）
に
到
着
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く
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の
旅
行
者
が
日
記
に
燕
子
花
を
描
い
た
。

➁➁
小小
遣遣
いい
帳帳
・・
大大
福福
帳帳

庶
民
は
小
遣
い
帳
を
作
り
、
商
家
は
大
福
帳
を
作
成
し
て
い
た
。

ａ
「
舟
賃
は
小
遣
い
帳
の
初
手
に
付つ

き
」（
ａ
二
〇
〇
）
は
、
庶
民
が
正
月
初
め
に
小

遣
い
帳
の
最
初
の
頁
に
、
七
福
神
を
乗
せ
る
宝
舟
の
絵
を
買
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

代
金
（
舟
賃
）
を
記
入
し
た
。

ｂ
「
気
が
減
る
と
小
遣
帳
を
や
め
に
す
る
」（
ｄ
一
九
四
）
は
、
赤
字
で
気
が
滅
入

る
と
小
遣
い
帳
の
記
入
を
止
め
る
こ
と
を
い
う
。

ｃ
「
吉
日
に
大
福
帳
は
書
ぬ
な
り
」（
ｄ
四
四
二
）
は
、
商
家
で
日
々
の
売
買
を
記

録
す
る
大
福
帳
（
勘
定
帳
）
は
目
出
度
い
名
称
で
あ
る
が
、
同
じ
く
目
出
度
い
吉
日

は
店
を
休
ん
だ
こ
と
か
ら
書
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

➂➂
読読
書書
・・
貸貸
本本
屋屋

本
の
購
入
の
ほ
か
、貸
本
屋
な
ど
本
は
町
や
家
に
多
く
見
ら
れ
、人
々
は
本
を
愛
し
、

読
書
を
楽
し
ん
だ
。

ａ
「
う
た
ゝ
寝
の
顏
㒵か

ほ
へ
壹
冊
屋
根
に
葺
き
」（
ａ
一
一
四
）
は
、
寝
転
ん
で
両
手

で
顔
の
上
に
本
を
か
ざ
し
て
読
ん
で
い
た
が
、
思
わ
ず
眠
っ
て
し
ま
い
、
本
が
屋
根

の
よ
う
に
顔
を
覆
っ
て
し
ま
っ
た
姿
で
あ
る
。
庶
民
が
余
暇
に
読
書
を
し
て
い
た
こ

と
が
見
え
て
く
る
。

ｂ
「
不
審
紙
だ
ら
け
な
四
書
の
払
物
」（
ｂ
四
四
五
）
は
、
少
し
背
伸
び
し
て
儒

学
を
学
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
、挫
折
し
て
本
を
売
る
様
子
を
詠
ん
で
い
る
。四
書

し
し
ょ

は
、

儒
教
の
う
ち
『
論
語
』『
大
学
』『
中
庸
』『
孟
子
』
の
四
書
、「
不
審
紙
」
は
疑
問
や

不
明
な
部
分
に
挟
ん
だ
り
貼
っ
た
り
す
る
付
箋
、
払
物
は
使
用
し
な
く
な
っ
て
売
り

払
う
物
で
あ
る
。
頑
張
っ
て
学
ん
だ
も
の
の
、
つ
い
に
断
念
、
付
箋
だ
ら
け
の
本
を

売
り
に
出
す
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

ｃ
「
四
書
の
中
か
ら
灸
箸
が
片
し
出
る
」（
ｄ
三
三
五
）は
、『
大
学
』『
中
庸
』『
論

語
』『
孟
子
』四
書
か
ら
栞
の
代
わ
り
に
し
て
い
た
お
灸
の
箸
が
出
て
き
た
こ
と
を
詠

う
。

ｄ
「
樟
脳
を
め
ん
ど
し
さ
う
に
四
書
へ
入
れ
」（
ｄ
三
三
五
）
は
、
本
の
虫
食
い
予

防
に
樟
脳
を
面
倒
く
さ
そ
う
に
入
れ
る
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、
本
の
価
値
・
大
切

さ
は
認
識
し
て
い
る
。

ｅ
「
ゑ
が
ご
ざ
る
か
と
し
き
（
史
記
）
を
見
る
は
つ
か
し
さ
」（
ｄ
三
三
〇
）
は
、

中
国
正
史
『
史
記
』
を
通
俗
軍
記
と
間
違
え
て
、
挿
絵
が
あ
る
か
尋
ね
て
恥
ず
か
し

い
思
い
を
し
た
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

ｆ
「
三
国
志
手
紙
は
よ
ま
ず
仕
舞
也

し
ま
い
な
り

」（
ｄ
三
二
〇
）
は
、
中
国
古
典
の
長
編
『
三

国
志
』
は
面
白
い
と
こ
ろ
だ
け
読
ん
で
読
了
と
す
る
。

ｇ
「
う
す
本
へ
と
つ
さ
ま
の
手
で
か
な
を
付
け
」（
ｄ
九
〇
）
は
、
旦
那
の
習
い
事

の
浄
瑠
璃
や
清
元
の
薄
い
テ
キ
ス
ト
に
、
自
ら
読
み
仮
名
を
付
け
て
い
る
様
子
が
詠

ま
れ
て
い
る
。

ｈ
「
絵
の
所
が
出
て
よ
み
本
を
子
に
と
ら
れ
」（
ｄ
八
一
三
）
は
、
親
子
で
一
緒

に
本
を
読
む
姿
が
見
え
て
く
る
。

ｉ
「
国こ

く
姓
爺

せ
ん
や

な
ど
を
島
田
の
亭
主
か
し
」（
ｄ
三
四
九
）
は
、
東
海
道
島
田
宿
で
川

止
め
の
退
屈
を
し
の
ぐ
た
め
、
宿
の
主
人
が
浄
瑠
璃
本
を
貸
し
て
く
れ
た
。
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ｊ
経
典
の
書
写
も
日
常
行
わ
れ
て
い
た
。「
夏
書

げ
が

き（
仏
典
書
写
）す
る
手
へ
留
る

蚊
を
吹
て
捨
て
」（
ｄ
二
五
二
）
は
、
夏
の
間
、
僧
や
市
民
が
仏
典
を
書
写
す
る
こ

と
で
あ
る
が
、
夏
の
蚊
が
邪
魔
し
て
も
叩
か
ず
に
吹
い
て
遠
く
に
飛
ば
し
、
仏
行
だ

け
に
殺
生
を
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ｋ
「
絵
草
紙
を
嫁
と
娘
か
ま
た
せ
と
く
」（
ｄ
四
二
六
）
は
、
絵
草
紙
や
一
枚
絵
な

ど
を
売
歩
く
商
人
を
待
た
せ
て
お
い
て
吟
味
す
る
母
子
を
詠
う
。

ｌ
「
か
し
本
や
唐
と
日
本
を
脊
負
て
く
る
」（
ｂ
二
八
五
）
は
、
中
国
の
漢
文
・
儒

学
の
本
と
日
本
の
草
紙
本
な
ど
を
い
っ
し
ょ
に
持
っ
て
町
々
を
廻
る
様
子
を
詠
ん
で

い
る
。

ｍ「
筆
ま
め
な
得
意
に
困
る
か
し
本
屋
」（
ｄ
一
五
四
）は
、書
き
込
み
や
落
書
き
、

さ
ら
に
は
写
本
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、
貸
し
本
屋
を
悩
ま
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

④④
書書
状状

人
々
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
日
常
的
に
書
状
を
や
り
取
り
し
た
。

ａ
「
国
の
母
生
れ
た
文
を
抱
あ
る
き
」（
ａ
三
五
）
は
、
江
戸
に
出
た
娘
が
結
婚
し

子
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
、
故
郷
の
母
が
出
産
の
書
状
を
う
れ
し
く
て
抱
い
て
歩
く

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

ｂ
「
仕
切
り
場
へ
尹
右
衛
門
手
紙
持
て
来
る
」（
ｄ
四
五
八
）
は
、
歌
舞
伎
劇
場
入

り
口
の
仕
切
場
（
事
務
室
）
か
ら
手
紙
を
運
ん
で
き
た
者
が
、
幕
間
ま
で
た
だ
見
を

す
る
様
子
を
詠
う
。

ｃ
「
わ
が
好
か
ぬ
男
の
文
は
母
に
見
せ
」（
ｄ
七
〇
五
）
は
、
好
き
な
男
性
か
ら
の

恋
文
と
は
異
な
り
、
好
き
で
な
い
男
性
か
ら
の
書
状
は
母
に
見
せ
る
娘
を
詠
む
。

ｄ
「
十
の
字
の
し
り
を
ま
げ
る
と
嫁
お
ぼ
え
」（
ｂ
七
七
）
は
、
十
の
縦
棒
の
最
後

を
曲
げ
る
の
が
お
し
ゃ
れ
な
書
き
方
と
覚
え
た
嫁
の
字
を
詠
ん
で
い
る
。

ｅ
「
手
紙
に
は
狸
臺
に
は
鯉
を
の
せ
」（
ａ
一
二
二
）
は
、
贈
り
物
の
「
鯉
」
の
偏

の
部
分
を
誤
っ
て
添
状
で
「
狸
」
と
誤
字
を
記
し
て
し
ま
っ
た
ミ
ス
を
笑
っ
た
も
の

で
あ
る
。

ｆ
「
寝
て
読
ん
だ
文
ま
ん
な
か
で
起
き
上
り
」（
ａ
一
九
七
）
は
、「
拝
啓
」
に
始

ま
る
定
式
の
挨
拶
部
分
が
終
わ
る
書
状
の
中
程
で
衝
撃
的
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
慌
て
て
起
き
上
が
る
姿
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

ｇ
「
書
置
の
こ
と
な
む
さ
ん
と
十
三
里
」（
ｄ
三
五
八
）
は
、
離
縁
を
望
み
、
家
に

書
置
き
を
し
て
鎌
倉
の
東
慶
寺
に
逃
げ
込
む
こ
と
が
無
事
成
功
す
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
る
。

ｈ
「
下
女
が
文
新
撰
字
鑑
に
も
見
へ
ず
」（
ｄ
三
八
八
）
と
、
下
女
の
書
状
の
誤
字

は
、
平
安
前
期
の
漢
和
辞
書
で
あ
る
『
新
撰
字
鑑
』
に
も
な
い
奇
妙
な
文
字
と
詠
ん

で
い
る
。
下
女
も
そ
れ
な
り
に
文
字
を
書
き
、
書
状
を
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ｉ
「
鐵か

な
釘
と
め
ゝ
ず
と
下
女
は
取
り
交
わ
し
」（
ａ
一
五
七
）
は
、
下
女
と
お
そ
ら

く
は
下
男
と
の
恋
文
で
あ
ろ
う
、
金
釘
文
字
と
み
み
ず
が
這
っ
た
よ
う
な
下
手
な
く

ず
し
字
の
や
り
と
り
を
詠
ん
で
い
る
。

ｊ
「
色
文
を
お
と
し
て
め
し
も
く
わ
ぬ
下
女
」（
ｄ
八
一
）
は
、
せ
っ
か
く
書
い
た

恋
文
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
心
配
で
食
事
も
喉
が
通
ら
な
い
下
女
（
奉
公
人
）
の
様

子
を
詠
っ
て
い
る
。
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ｋ
「
去
り
状
に
無
筆
は
鎌
と
椀
を
書
き
」（
ｄ
三
一
六
）
は
、
離
縁
状
に
「
か
ま
わ

ん
」
を
書
い
た
と
い
う
。

➄➄
証証
文文

文
字
社
会
・
文
書
社
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
関
係
か
ら
多
様
な
証
文
が
作
成

さ
れ
た
。

ａ
「
書
出
し
で
ぶ
ち
の
め
さ
れ
た
や
う
に
な
り
」（
ａ
二
二
四
）
は
、
請
求
書
や
勘

定
書
な
ど
、
表
題
で
衝
撃
を
受
け
た
様
子
を
詠
う
。

ｂ「
久
離
帳

き
ゅ
う
り
ち
ょ
う

下
書

し
た
が
き

は
親
仁

お
や
じ

の
ふ
る
へ
書が

き
」（
ｄ
二
一
三
）の「
久
離（
旧
離
）」は
、

失
踪
・
欠
落
し
た
親
族
と
の
血
縁
関
係
を
断
絶
す
る
証
文
。
悲
し
み
か
怒
り
か
下
書

き
を
書
く
親
の
手
が
震
え
て
い
る
。

ｃ
「
師
匠
様
親
類
書
の
伯
父
に
な
り
」（
ｄ
三
八
八
）
は
、
婚
姻
・
就
職
な
ど
の
さ

い
手
習
い
（
寺
子
屋
）
の
師
匠
に
親
類
書
を
書
い
て
も
ら
う
が
、
そ
の
つ
い
で
に
伯

父
と
し
て
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。

ｄ
「
山
ま
で
は
紙
は
重
荷
の
関せ

き
手
形

て
が
た

」（
ｄ
四
一
三
）
は
、
名
主
・
五
人
組
な
ど
が

発
行
し
た
関
所
通
行
手
形
は
、
箱
根
山
の
関
所
ま
で
は
、
重
要
で
亡
く
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
を
い
う
。

ｅ
「
壱
歩

い
ち
ぶ

さ
へ
出
せ
ば
生
国
よ
り
存
じ
」（
ｄ
三
六
八
）
は
、
奉
公
人
請
状
の
定
式

文
言
で
あ
り
、
手
数
料
一
分
を
出
す
と
す
べ
て
作
成
し
て
く
れ
た
。

ｆ
「
し
ち
屋
か
ら
切
れ
文
の
来
る
つ
ら
い
こ
と
」（
ｄ
二
二
二
）
は
、
質
入
れ
し
て

借
金
し
た
も
の
の
期
限
に
返
金
で
き
ず
、
質
流
れ
す
る
と
い
う
通
知
が
届
き
、
辛
い

思
い
を
す
る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

➅➅
生生
活活

そ
の
他
、
文
字
の
普
及
と
と
も
に
、
庶
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
見
ら
れ
た
。

ａ
「
風
呂
敷
の
古
筆
で
母
を
思
い
出
し
」（
ｂ
九
七
）
は
、
母
の
風
呂
敷
を
開
け
る

と
、
愛
用
の
筆
が
出
て
き
て
、
母
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
母
も
ま
た
日
頃
文
字
を
書

い
て
い
た
の
で
あ
る
。

ｂ
「
物
差
の
う
ら
に
御
針

お
は
り

の
釘
の
折
れ
」（
ｄ
二
二
八
）
は
、
縫
物
に
使
う
物
差
し

の
裏
側
に
、
所
有
者
の
針
子

は
り
こ

の
女
性
の
名
前
な
ど
が
、
読
み
に
く
い
か
な
釘
文
字
で

書
か
れ
て
い
た
。

ｃ
「
頼
ま
れ
て
つ
け
か
け
を
す
る
玄
関
帳

げ
ん
か
ち
ょ
う

」（
ｄ
二
五
九
）
は
、
訪
問
先
の
玄
関

に
備
え
て
あ
る
来
客
記
帳
用
の
帳
面
に
、
頼
ま
れ
た
他
人
の
分
も
名
前
を
書
く
様
子

で
あ
る
。

ｄ
「
お
や
と
い
ふ
二
字
と
無
筆
の
親
は
い
ひ
」（
ａ
一
四
二
）
は
、
子
供
を
叱
る
シ

ー
ン
で
親
が
、
漢
字
の
「
親
」
一
字
で
な
く
、
仮
名
の
「
お
や
」
の
二
字
の
言
う
こ

と
を
聞
く
よ
う
に
説
教
し
て
い
る
。
リ
テ
ラ
シ
ー
の
格
差
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

ｅ
「
梶
原
と
火
鉢
の
灰
に
書
い
て
見
せ
」（
ｄ
一
五
五
）
は
、
歌
舞
伎
の
話
題
の
途

中
、
悪
役
の
梶
原
景
時
ら
の
名
前
を
火
鉢
の
灰
に
書
い
て
お
り
、
火
鉢
が
の
ち
の
黒

板
・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ｆ
「
色
の
名
を
娘
火
鉢
へ
や
た
ら
か
き
」（
ｄ
八
一
）
は
、
想
い
人
、
恋
人
の
名
前

を
、
こ
れ
も
火
鉢
に
繰
り
返
し
書
い
て
い
る
。

ｇ「
読
め
ぬ
字
を
何
と
い
ふ
字
に
読
ん
で
置お

き
」（
ａ
一
三
三
）は
、書
状
や
掛
け
軸
、

名
所
の
石
碑
な
ど
を
読
む
さ
い
、
読
め
な
い
難
字
を
適
当
に
「
何
々
」
と
読
み
飛
ば
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す
。
時
間
の
ロ
ス
を
防
ぎ
、
読
め
な
い
照
れ
か
く
し
を
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ｈ
「
屏
風
に
詩
聞
け
ば
主
人
も
相
し
ら
ず
」（
ｂ
三
七
〇
）
も
、
訪
問
先
の
主
人
に

屏
風
の
詩
歌
の
読
み
方
を
尋
ね
る
と
、
主
人
も
ま
た
わ
か
ら
な
い
と
い
う
笑
い
話
で

あ
る
。

三三

文文
字字
リリ
テテ
ララ
シシ
ーー
のの
社社
会会
的的
環環
境境

江
戸
時
代
の
文
字
環
境
は
、
個
人
・
家
庭
を
越
え
て
、
地
域
社
会
に
お
い
て
も
ま
た

展
開
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
町
に
は
看
板
の
文
字
が
溢
れ
て
い
た
。

➀➀
看看
板板

ａ
「
看
板
を
見
る
な
と
味
噌
を
買か

ひ
に
や
り
」（
ａ
一
六
三
）
は
、
味
噌
で
有
名
な
日

本
橋
（
東
京
都
中
央
区
）
の
新
和
泉
町
に
下
女
ら
を
使
い
に
遣
る
さ
い
、
近
く
の

堺
町

さ
か
い
ち
ょ
う

や
葺か

屋ぶ
き

町ち
ょ
う

の
芝
居
町
の
看
板
に
見
と
れ
て
遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

ｂ「
通
り
ぬ
け
無
用
で
通
り
抜
け
が
知
れ
」（
ａ
一
四
八
）は
、「
通
り
抜
け
禁
止
」

の
看
板
が
か
え
っ
て
「
通
り
抜
け
」
の
道
を
教
え
て
い
る
。

ｃ
「
雨
や
ど
り
額が

く
の
文
字
を
能よ

く
ゆ
ぼ
へ
」（
ａ
三
九
）
は
、
雨
宿
り
で
飛
び
込
ん
だ

が
、
雨
が
止
ま
ず
、
寺
院
の
山
門
に
掛
か
っ
て
い
る
額
の
字
ば
か
り
を
覚
え
て
し
ま

う
と
詠
ん
で
い
る
。

ｄ
「
御
宸し

ん
筆ぴ

つ

さ
だ
か
に
よ
め
ぬ
花
曇
り
」（
ｄ
二
七
七
）
は
、
桜
の
季
節
の
花
曇
り

で
上
野
寛
永
寺
の
勅
額
の
字
が
、
は
っ
き
り
と
読
め
な
い
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。

ｅ
「
高
札
を
眼
で
見
る
そ
ば
で
耳
で
見
る
」（
ｄ
二
六
七
）
は
、
高
札
の
前
で
、
リ

テ
ラ
シ
ー
の
低
い
民
衆
が
読
め
な
い
の
を
、
横
で
読
む
人
の
声
で
理
解
す
る
様
子
を

詠
む
。
高
札
が
教
え
学
ぶ
機
会
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ｆ
「
小
便
無
用
札
は
無
ひ
京
の
町
」（
ｄ
三
七
三
）
は
、
京
都
で
は
男
女
と
も
立
小
便

を
す
る
こ
と
と
さ
れ
、「
小
便
無
用
」
の
立
札
は
な
い
と
詠
っ
て
い
る
。

ｇ
「
精
進
の
看
板
を
出
す
魚
取
留
」（
ｄ
二
一
七
）
は
、
忌
中
、
喪
中
の
さ
い
、
魚

類
を
食
べ
な
い
、
魚
釣
り
を
し
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
を
門
札
と
し
て

出
し
て
い
た
。

ｈ
「
虫
よ
け
を
読
み
よ
く
貼
る
は
無
筆
な
り
」（
ａ
一
二
九
）
は
、
長
屋
の
共
同
ト

イ
レ
な
ど
で
、
虫
よ
け
の
札
は
ふ
つ
う
逆
さ
に
貼
る
が
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い
者
は

そ
の
ま
ま
読
み
や
す
く
貼
る
と
詠
ん
で
い
る
。

ｉ
「
忌
中
札
さ
か
さ
に
読
め
ば
そ
の
病
」（
ｄ
二
〇
四
）
は
、「
忌
中
」
を
逆
さ
に

読
む
と
「
中
気
」
と
な
る
。

ｊ
「
梶
原
が
屏
に
は
毒
を
書
き
散
ら
し
」（
ｄ
一
五
五
）
は
、
歌
舞
伎
の
悪
役
梶
原

の
よ
う
な
悪
者
が
、
塀
に
悪
口
な
ど
の
落
首
・
落
書
き
を
書
き
散
ら
す
こ
と
を
詠
っ

て
い
る
。

➁➁
男男
女女
関関
係係

ａ
「
友
た
ち
が
き
し
や
う
を
く
わ
ん
へ
入
れ
て
遣
り
」（
ｄ
二
〇
〇
）
は
、
心
中
者

が
愛
を
誓
っ
た
起
請
文
を
、
納
棺
の
さ
い
友
人
が
そ
っ
と
入
れ
て
あ
げ
る
場
面
を
描

い
て
い
る
。

ｂ
「
切
れ
文
に
み
れ
ん
ら
し
く
も
返
す
書
き
」（
ｄ
二
二
二
）
は
、
男
女
の
縁
切
り

状
を
受
け
取
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
練
が
ま
し
く
返
事
を
書
い
て
い
る
こ
と
を

詠
ん
で
い
る
。
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ｃ
「
切
れ
文
を
母
が
つ
い
て
ゝ
書
か
せ
た
り
」（
ｄ
二
二
二
）
も
、
息
子
の
縁
切
り

状
を
母
が
横
に
付
い
て
書
か
せ
て
い
る
様
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

ｄ
「
こ
し
張
り
も
た
が
ひ
の
文
の
あ
ら
世
帯
」（
ｄ
二
七
五
）
は
、
新
婚
長
屋
の
壁

や
襖
の
下
半
分
に
貼
る
こ
し
張
り
に
、
そ
れ
ま
で
二
人
が
交
わ
し
た
恋
文
を
利
用
す

る
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
態
が
う
か
が
え
る
。

➂➂
遊遊
びび
場場

ａ「
う
え
字
ば
ん
と
み
場
と
角
力
場
で
用
ヒ
」（
ｄ
八
四
）は
、植
字
版（
活
字
版
）

を
使
っ
て
作
る
宣
伝
ビ
ラ
や
番
付
は
、
富
籤く

じ
場
と
相
撲
の
場
所
の
も
の
と
あ
る
。

ｂ
「
品
川
の
客
人
偏
の
あ
る
と
な
し
」（
ａ
一
四
一
）
は
、
遊
女
で
有
名
な
品
川
宿

に
遊
び
に
来
る
客
は
、
薩
摩
藩
屋
敷
の
「
侍
」
と
近
所
の
寺
院
な
ど
の
僧
で
あ
り
、

「
寺
」
に
人
偏
の
有
無
の
違
い
を
詠
っ
て
い
る
。

ｃ「
口
篇
に
空
お
そ
ろ
し
き
起
請
文
」（
ｄ
二
〇
〇
）は
、女
郎
の
起
請
文
が
啌（
嘘
）

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ｄ
「
暮
の
文
候
べ
く
候
に
書
か
ぬ
也
」（
ｄ
二
四
八
）
は
、
年
の
暮
に
吉
原
遊
女
が

馴
染
み
の
客
に
無
心
す
る
手
紙
は
、
丁
寧
に
は
書
か
ず
。
切
羽
詰
ま
っ
て
い
る
様
子

を
詠
っ
て
い
る
。

ｅ
「
さ
て
と
や
の
所
か
ら
下
卑
る
暮
の
文
」（
ｄ
二
四
八
）
は
、「
さ
て
」
か
ら
入

る
本
題
は
下
卑
て
借
金
の
取
り
立
て
や
申
し
入
れ
と
な
る
。

ｆ
「
女
郎
屋
の
掟
を
ひ
よ
ぐ
り
な
が
ら
読
み
」（
ｄ
三
七
六
）
は
、
女
郎
屋
の
注
意

事
項
を
、
ト
イ
レ
で
小
用
を
足
し
な
が
ら
読
む
と
詠
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
に
張
り
紙

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ｇ
「
客
帳
は
け
だ
し
女
郎
の
秘
書
に
し
て
」（
ｂ
二
四
六
）
は
、
女
郎
の
顧
客
リ
ス

ト
は
、
秘
密
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
と
詠
ん
で
い
る
。

ｈ
「
仕
舞
札
客
の
来
る
の
を
松
の
内
」（
ｄ
三
四
九
）
は
、
遊
郭
で
貸
切
る
さ
い
芸

者
名
を
店
外
に
張
り
出
す
の
が
仕
舞
札
で
あ
り
、
あ
と
は
客
が
来
る
の
を
待
つ
ば
か

り
で
あ
る
。

ｉ
「
仕
舞

し
ま
い

札ふ
だ

は
て
は
手
前
の
内
へ
は
り
」（
ｄ
三
四
九
）
は
、
逆
に
客
が
つ
か
ず
、

貸
切
り
札
は
内
に
向
け
て
貼
っ
て
い
る
。

ｊ
「
お
は
な
し
と
い
ふ
に
と
ら
ま
へ
何
が
出
た
」（
ｄ
一
三
四
）
は
、
お
咄
は
富
く

じ
の
当
番
号
の
刷
物
と
配
る
人
で
、
そ
の
人
が
口
上
を
述
べ
る
前
に
情
報
を
聞
き
だ

そ
う
と
し
て
い
る
。

④④
文文
字字
遊遊
びび

ａ
「
明
の
字
が
わ
れ
て
世
界
を
寐ね

せ
お
こ
し
」（
ｂ
二
八
四
）
は
、「
明
る
い
」
と

い
う
字
の
偏
の
「
日
」
は
太
陽
で
社
会
を
起
こ
し
、
つ
く
り
の
「
月
」
は
社
会
を
寝

せ
る
と
い
う
文
字
遊
び
で
あ
る
。

ｂ
「
万
の
字
も
書
く
に
も
一
が
は
じ
め
な
り
」（
ｂ
三
四
七
）
も
、「
万
」
の
字
の

一
画
目
も
「
一
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ｃ
「
し
ん
に
う
を
掛か

け
て
米
屋
の
子
を
尋
ね
」（
ｂ
三
七
六
）
は
、
米
屋
の
米
の
字
に

前
掛
け
で
は
な
く
、
し
ん
に
ゅ
う
を
か
け
て
迷
子
探
し
を
す
る
と
い
う
文
字
遊
び
で

あ
る
。

ｄ
「
魚
へ
ん
に
交
て
は
よ
せ
る
か
ま
ぼ
こ
や
」（
ｂ
三
九
三
）
は
、
筋す

じ
蒲
鉾

か
ま
ぼ
こ

が
鮫さ

め
の

皮
や
軟
骨
に
、
す
り
身
や
つ
な
ぎ
の
で
ん
ぷ
ん
な
ど
を
混
ぜ
蒸
し
上
げ
て
作
る
と
い
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う
由
来
に
も
と
づ
く
字
遊
び
で
あ
る
。

ｅ
「
日
本
の
誉
れ
智
有
虫
義
有
虫
」（
ｄ
一
九
四
）は
、日
本
の
誉
れ
は「
蜘く

も
」（
虫

偏
に
知
）
と
「
蟻あ

り
」（
虫
偏
に
義
）
と
い
う
文
字
遊
び
で
あ
る
。

ｆ
「
御
加
増
の
加
の
字
を
馬
の
上
へ
乗
せ
」（
ｂ
三
三
七
）
は
、
武
士
が
加
増
さ
れ

駕
に
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
よ
う
す
を
示
し
て
い
る
。

ｇ
「
須
田
丁
で
秋
は
木
へ
ん
の
市
が
立
ち
」（
ｄ
三
九
九
）
は
、
文
化
年
間
（
一
八

〇
四
～
一
八
）、
神
田
須
田
町
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
「
木
」
偏
に
「
市
」
の
柿
を

売
る
水
菓
子
（
果
物
）
組
合
が
成
立
し
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

➄➄
広広
告告
・・
びび
らら

ａ
「
引
札
は
指
を
な
め
〳
〵
斜は

す
に
来
る
」（
ａ
九
八
）
は
、
広
告
配
り
が
向
か
い
合

い
の
長
屋
に
斜
め
に
進
み
な
が
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
長
屋

に
は
日
々
広
告
や
ビ
ラ
が
配
布
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ｂ
「
引
札
も
さ
れ
ず
棺
屋
の
見
世
開
き
」（
ｄ
一
九
三
）
は
、
葬
儀
屋
の
開
店
の
さ

い
は
、
広
告
は
配
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

ｃ
「
赤
穂
記
の
び
ら
塩
町
の
床
へ
は
り
」（
ｄ
三
二
七
）
は
、「
赤
穂
記
」
出
版
の

宣
伝
び
ら
を
、
四
谷
塩
町
（
東
京
都
新
宿
区
）
の
髪
結
床
に
貼
っ
て
本
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
。
赤
穂
の
塩
と
町
名
を
か
け
て
い
る
が
、
髪
結
床
は
宣
伝
の
場
で
も
あ
っ
た
。

ｄ
「
ゑ
ち
ご
や
の
あ
い
そ
う
に
な
る
雨
が
ふ
り
」（
ｄ
四
）
は
、
日
本
橋
の
呉
服
店

三
井
越
後
屋
が
、
突
然
の
雨
の
さ
い
に
店
の
ネ
ー
ム
入
り
の
傘
を
貸
し
て
宣
伝
に
利

用
し
て
い
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

ｅ
「
裾
野
か
ら
大
文
字
の
と
ぶ

俄に
わ
か

雨あ
め

」（
ｄ
四
四
四
）
は
、
富
士
山
の
見
え
る
駿

河
町
を
裾
野
に
見
立
て
、
越
後
屋
が
俄
雨
の
さ
い
に
貸
し
た
傘
に
「
越
後
屋
」
の
大

文
字
の
書
い
て
あ
る
傘
を
借
り
て
飛
ぶ
よ
う
に
出
て
い
く
よ
う
す
。

ｆ
「
手
代
に
も
正
札

し
ょ
う
ふ
だ

付
の
呉
服
店
」（
ｄ
三
七
二
）
は
、
呉
服
屋
の
商
品
の
正
札

値
段
と
同
様
に
、
手
代
た
ち
も
社
員
教
育
や
担
当
制
な
ど
に
よ
り
人
物
保
証
を
し
て

い
る
。

ｇ
「
来
る
年
の
物
知
り
顔
や
こ
よ
み
売
」（
ｄ
一
九
五
）
は
、
戸
別
に
暦
を
配
布
す

る
暦
売
り
が
、
来
年
の
良
い
日
悪
い
日
な
ど
を
事
前
に
よ
く
知
っ
て
い
て
説
明
す
る

こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
。

➅➅
寺寺
社社
札札
・・
石石
碑碑
なな
どど

ａ
「
聖
堂
で
し
か
ら
れ
て
い
る
千
社
札
」（
ｄ
四
二
〇
）
は
、
湯
島
聖
堂
（
東
京
都

文
京
区
）
を
神
社
と
間
違
え
て
、
千
社
詣
の
人
が
自
分
の
名
前
、
生
国
・
住
所
な
ど

を
印
刷
し
て
社
殿
な
ど
に
貼
り
、
叱
ら
れ
て
い
る
様
子
を
詠
む
。

ｂ
「
千
社
目
の
札
に
し
こ
た
ま
糊
を
つ
け
」（
ｄ
四
二
〇
）
は
、
町
人
た
ち
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
千
社
札
を
作
り
、
願
い
事
と
と
も
に
神
社
に
貼
っ
て
回
っ
た
。
そ
の
最
後

は
糊
も
不
用
に
な
る
の
で
た
く
さ
ん
塗
っ
た
と
あ
る
。

ｃ
「
此
花
を
折
る
な
だ
ろ
う
と
石
碑
見
る
」（
ｄ
四
一
四
）
は
、
飛
鳥
山
（
東
京
都

北
区
）
の
石
碑
が
漢
文
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
難
解
で
有
名
で
あ
っ
た
。

ｄ
「
な
ん
だ
せ
き
ひ
か
と
一
つ
も
よ
め
ぬ
な
り
」（
ｄ
四
一
四
）
は
、
名
所
な
ど
で
石

碑
を
見
つ
け
て
も
、
全
く
読
め
な
い
こ
と
を
笑
っ
て
い
る
。

⑦⑦
手手
習習
いい
・・
寺寺
子子
屋屋

ａ
「
げ
ん
さ
ん
だ
い
じ
と
よ
ん
で
い
る
い
ろ
は
の
子
」（
ｄ
一
八
九
）
は
、
手
習
い
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初
心
者
の
子
が
、
天
台
宗
恵
大
師
の
元
三
大
師

が
ん
ざ
ん
だ
い
し

を
「
げ
ん
ざ
ん
だ
い
し
」
と
誤
読
し

た
こ
と
を
詠
う
。

ｂ
「
師
匠
様
か
し
く
（
可
祝
）
と
以
上
別
に
置
き
」（
ｄ
一
五
三
）
と
、
手
習
い
師

匠
が
手
紙
文
の
最
後
に
書
く
男
子
の
「
以
上
」、
女
子
の
「
か
し
く
」
を
使
い
分
け
て

手
本
を
作
成
し
、
男
女
別
に
テ
キ
ス
ト
を
配
る
様
子
を
描
く
。

ｃ
「
師
匠
様
一
日
釘
を
直
し
て
る
」（
ｄ
三
三
五
）
は
、
手
習
い
生
徒
の
下
手
な
金

釘
文
字
を
直
し
て
い
る
様
子
を
詠
む
。

ｄ
「
師
匠
様
い
ろ
は
の
う
ち
は
こ
わ
く
な
し
」（
ｄ
三
三
五
）
と
、
入
門
時
・
初
心

者
の
頃
は
教
え
る
の
が
楽
な
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

ｅ
「
師
匠
様
こ
わ
が
る
や
つ
は
手
が
上
り
」（
ｄ
三
三
六
）
と
、
師
匠
の
指
導
を
恐

れ
て
し
っ
か
り
習
う
真
面
目
な
生
徒
は
、
上
達
が
早
い
と
い
う
。

ｆ
「
師
匠
様
つ
く
え
は
お
も
き
と
が
め
也
」（
ｄ
三
三
六
）
は
、
い
た
ず
ら
し
た
生

徒
に
対
し
、
机
を
持
た
せ
た
り
、
机
の
上
に
立
た
せ
た
り
す
る
の
は
、
罰
が
重
い
場

合
と
詠
ん
で
い
る
。

➇➇
出出
版版
・・
情情
報報
流流
通通

ａ
「
読
売
の
草
履

ぞ
う
り

履
い
た
を
つ
ゐ
ぞ
み
ず
」（
ｄ
八
一
三
）
は
、
読
売
（
瓦
版
）
を

売
る
人
は
、少
し
で
も
背
を
高
く
し
て
声
が
通
る
よ
う
に
、皆
下
駄
履
き
で
あ
っ
た
。

ｂ「
須
原
屋
の
桜
木
へ
の
る
人
は
武
士
」（
ｄ
四
〇
二
）は
、日
本
橋
通
一
丁
目（
東

京
都
中
央
区
）の
須
原
屋
茂
兵
衛
が
売
り
出
し
た
大
名・旗
本
な
ど
の『
役
職
名
鑑
』

（
武
鑑
）
は
、
全
国
的
に
売
れ
て
利
用
さ
れ
た
。
桜
木
は
版
木
に
使
わ
れ
る
。
室
町

時
代
の
臨
済
僧
一
休
宗
純
の
「
花
は
桜
木
、
人
は
武
士
」
に
か
け
た
も
の
。

ｃ
「
御
役
が
へ
茂
兵
衛
ち
く
一
か
し
こ
ま
り
」（
ｄ
四
〇
二
）
も
、
武
士
の
役
務
人

事
を
、
町
人
の
須
原
屋
茂
兵
衛
が
、
畏
ま
っ
て
受
け
る
面
白
さ
が
読
ま
れ
て
い
る
。

ｄ
「
お
な
じ
く
を
四
五
人
で
持
つ
へ
ぼ
角
力
」（
ｄ
四
〇
四
）
は
、
摺
り
上
げ
ら
れ

た
相
撲
番
付
を
格
下
力
士
四
、
五
人
で
運
ぶ
様
子
を
詠
う
。
相
撲
番
付
も
町
に
広
ま

っ
て
い
っ
た
。

ｅ
「
北
斎
だ
ね
と
摺
物
を
撥ば

ち
で
寄
せ
」（
ｄ
四
〇
六
）
は
、
三
味
線
を
弾
く
遊
女
が

葛
飾
北
斎
の
摺
物
絵
（
浮
世
絵
）
を
近
く
に
寄
せ
る
様
子
を
詠
っ
て
い
る
。

ｆ
「
節
用
を
ひ
か
へ
て
庄
屋
し
た
ゝ
め
り
」（
ｄ
四
一
六
）
は
、
文
明
年
間
（
一
四

六
九
～
八
七
）
以
前
に
成
立
し
普
及
し
た
『
節
用
』（
通
俗
辞
書
）
を
参
考
書
と
し
て

準
備
し
、
庄
屋
が
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

➈➈
歌歌
舞舞
伎伎

ａ
「
あ
り
ゃ
〳
〵
の
書
抜
を
よ
む
は
や
し
町
」（
ｄ
一
四
四
）
の
「
書
抜
」
は
、
歌

舞
伎
・
芝
居
狂
言
の
自
分
の
セ
リ
フ
の
書
き
抜
き
台
本
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
囃
子

方
が
読
む
の
は
、「
あ
り
ゃ
〳
〵
」
と
い
う
言
葉
ば
か
り
で
あ
る
。

ｂ
「
吉
の
字
の
上
唇
が
黒
く
な
り
」（
ｄ
二
〇
三
）
は
、「
役
者
評
判
記
」（
ラ
ン
キ

ン
グ
）
の
「
吉
」
の
字
の
「
口
」
の
上
の
部
分
を
黒
く
塗
る
評
価
符
号
で
、
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
し
た
こ
と
を
示
す
。

ｃ
「
黒
吉
に
な
つ
た
と
さ
わ
ぐ
長
局
」（
ｄ
二
四
八
）
も
、
大
奥
女
中
が
贔
屓
役
者

が
「
役
者
評
判
記
」
で
ラ
ン
ク
上
昇
し
た
こ
と
を
大
喜
び
す
る
様
子
を
描
く
。

ｄ
「
腰
張
り
を
は
か
ま
は
お
り
で
く
ば
る
也
」（
ｄ
二
七
五
）
は
、
役
者
ら
が
初
日

前
夜
に
正
装
で
芝
居
番
付
（
腰
張
り
）
を
配
布
す
る
様
子
を
詠
っ
て
い
る
。
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ｅ
「
当
り
狂
言
絵
見
世
迄
群
集
す
る
」（
ｄ
一
一
〇
）
は
、
ヒ
ッ
ト
し
た
狂
言
の
役

者
絵
は
、
絵
本
屋
ま
で
群
集
が
買
い
に
来
る
と
い
う
。

ｆ
「
口
へ
ん
に
そ
ら
音
で
関
を
と
を
り
ぬ
け
」（
ｂ
三
九
三
）
は
、
歌
舞
伎
「
義
経

千
本
桜
」
の
安
宅
の
関
を
詠
っ
た
も
の
で
、
弁
慶
が
義
経
を
「
啌
＝
叱
り
」、
関
所
役

人
の
富
樫
に
対
し
て
「
嘘う

そ
」
で
切
り
抜
け
た
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。

おお
わわ
りり
にに

以
上
、本
稿
で
は
、長
期
に
わ
た
る「
徳
川
の
平
和

パ
ク
ス
ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ

」が
、列
島
社
会
の「
文
明
化
」

に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、同
時
に
そ
れ
は
高
い
リ
テ
ラ
シ
ー
に
も
と
づ
く「
笑

い
」
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
川
柳
や
落
書
を
例
に
指
摘
し
た
。
江
戸
時
代
、

家
に
は
日
記
・
書
状
・
草
紙
・
証
文
な
ど
、
地
域
社
会
に
も
高
札
、
看
板
、
広
告
、
ビ

ラ
な
ど
多
様
な
文
字
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
文
字
を
ツ
ー
ル
と
す
る
人
々

の
「
笑
い
」
の
共
有
も
ま
た
、「
文
明
社
会
」
の
実
現
・
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で

あ
る
。

註註
（

『
匏
庵
遺
稿
一
』（
続
日
本
史
籍
叢
書
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
）
一

六
七
頁
。

（

）渡
辺
崋
山「
鴃
舌
惑
問
」（
げ
き
ぜ
つ
わ
く
も
ん
）（『
日
本
思
想
大
系
五
五
・

渡
邊
崋
山
・
高
野
長
英
・
佐
久
間
象
山
・
横
井
小
楠
・
橋
本
左
内
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
六
）
八
八
頁
。

（

）
大
石
学
『
江
戸
の
教
育
力―

近
代
日
本
の
知
的
基
盤―

』（
東
京
学
芸
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
七
）、
大
石
学
『
新
し
い
江
戸
時
代
が
見
え
て
く
る―

『
平

和
』
と
『
文
明
化
』
の
二
六
五
年―

』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
）。

（

）
大
石
学
「
近
世
庶
民
の
リ
テ
ラ
シ
ー―

小
咄
か
ら
見
る
江
戸
の
文
字
環
境

―

」（
五
十
嵐
敬
喜
他
編
著『
多
様
な
学
び
の
か
た
ち
・
近
世
日
本
の
教
育
遺

産
群
を
世
界
遺
産
に
』
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
、
二
〇
二
一
）。

（

）『
改
訂
信
長
公
記
』（
桑
田
忠
親
校
注
、新
人
物
往
来
社
、一
九
六
五
）三
五

六
頁
。

（

）
江
戸
叢
書
刊
行
会
編『
江
戸
叢
書
』（
第
二
巻
、鳳
文
書
館
、一
九
一
六
）。

（

）
瀧
本
誠
一
編
『
続
日
本
経
済
叢
書
』
巻
二
）
三
四
〇
頁
。
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